
Ⅰ Ⅱ Ⅲ

倒壊・崩壊の危険性が
高い

倒壊・崩壊の危険性が
ある

倒壊・崩壊の危険性が
低い

現行耐震基準相当

9 0 9 5 1 3 0 33.3%

合計 9 0 9 5 1 3 0 33.3%

要安全確認計画記載建築物（避難路沿道建築物）の耐震診断結果の公表

■耐震診断結果の総括表　福島市内

所管行政庁

建築物の数 地震(震度６強以上）に対する安全性

工事中
（内数）

耐震化率
計

所有者の区分

令和7年3月31日版　福島市都市政策部開発建築指導課

※耐震化率は地震（震度６強以上）に対する安全性がⅢの建築物を建築物の総数で除したものです。

公共 民間

現行耐震基準未満（耐震改修等の努力義務あり）

※１つの建築物に対し、診断結果が複数ある場合は、安全性が低い方のランク（Ⅰ＞Ⅱ＞Ⅲ）で集計しています。

福島市

震度６強から７に達する程度の大規模の地震に対する安全性を示す。いずれの区分に該当する場合であっても、違法に建築された

ものや劣化が放置されたものでない限りは、震度５強程度の中規模地震に対しては損傷が生ずるおそれは少なく、倒壊するおそれ

はない。



令和7年3月31日現在

内容 実施時期
A B D E F G H I J K

1 福島市 福島市松山町６３，６４，６５，６６
店舗・
共同住宅

一般財団法人日本建築防災協会に
よる｢既存鉄筋コンクリート造建築
物の耐震診断基準｣に定める｢第2次
診断法｣(2001年版)

Is/Iso=0.43(1.0)
Ctu・Sd=0.35（0.3）

Ⅰ 方針を検討中

2 福島市 福島市松浪町４０－１ 事務所

一般財団法人日本建築防災協会に
よる｢既存鉄筋コンクリート造建築
物の耐震診断基準｣に定める｢第2次
診断法｣(2001年版)

Is/Iso=0.07(1.0)
Ctu・Sd=0.23（0.3）

Ⅰ 除却予定 令和8年度完了予定

3 福島市 福島市旭町２－４，３－４ 寄宿舎

一般財団法人日本建築防災協会に
よる｢既存鉄骨鉄筋コンクリート造
建築物の耐震診断基準｣に定める｢
第2次診断法｣(2009年版)

Is/Iso=0.53(1.0)
Ctu・Sd=0.27（0.28）

Ⅱ 方針を検討中

4 福島市 福島市浜田町３６－５ 事務所

一般財団法人日本建築防災協会に
よる｢既存鉄筋コンクリート造建築
物の耐震診断基準｣に定める｢第2次
診断法｣(2001年版)

Is/Iso=1.11(1.0)
Ctu・Sd=0.53（0.3）

Ⅲ 耐震診断の結果耐震性有

5 福島市 福島市浜田町２４－３，２４－４ 事務所

一般財団法人日本建築防災協会に
よる｢既存鉄筋コンクリート造建築
物の耐震診断基準｣に定める｢第2次
診断法｣(2001年版)

Is/Iso=0.39(1.0)
Ctu・Sd=0.36 （0.3）

Ⅰ 方針を検討中

6 福島市 福島市浜田町１６－２ 事務所

一般財団法人日本建築防災協会に
よる｢既存鉄筋コンクリート造建築
物の耐震診断基準｣に定める｢第2次
診断法｣(2001年版)

Is/Iso=0.49(1.0)
Ctu・Sd=0.295（0.3）

Ⅰ 方針を検討中

7 福島市 福島市北町４１－１，４２ 診療所

一般財団法人日本建築防災協会に
よる「既存鉄骨造建築物の耐震診
断指針」に定める｢第2次診断法｣
(1996年版、2011年版）

Is=0.13 （0.6）
q＝0.53(1.0)

Ⅰ 方針を検討中

8 福島市 福島市北町４３－１ 事務所

一般財団法人日本建築防災協会に
よる｢既存鉄筋コンクリート造建築
物の耐震診断基準｣に定める｢第2次
診断法｣(2001年版)

Is/Iso=1.02(1.0)
Ctu・Sd=0.61（0.3）

Ⅲ 耐震診断の結果耐震性有

9 福島市 福島市舟場町８－１，７－３，７－１，
７－５，７－６

事務所

一般財団法人日本建築防災協会に
よる｢既存鉄骨鉄筋コンクリート造
建築物の耐震診断基準｣に定める｢
第2次診断法｣(2009年版)

Is/Iso=1.02(1.0)
Ctu・Sd=0.40（0.25）

Ⅲ 耐震診断の結果耐震性有リアライズ福島駅前通ビル

富士ビル

今野ビル

要安全確認計画記載建築物（避難路沿道建築物）の耐震診断結果（所管行政庁：福島市）

№ 市町村 建築物の名称 建築物の位置
建築物の
主たる用途

耐震診断
の方法の名称

耐震診断の評価の
結果

あいおいニッセイ同和損保
福島ビル

DANビル

安全性の評価
（Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ）

耐震改修等の予定 備考
（改修予定等の補足）

C

安藤組

同仁社ビル

ハイジー松山

サンライズパンション



附表　耐震診断の評価の結果と構造耐力上の主要な部分の地震に対する安全性の評価

■耐震診断結果の総括表　福島市内

Ⅱ

地震の震動及び衝撃に対して倒壊
し、又は崩壊する危険がある

Ⅲ

地震の震動及び衝撃に対して倒壊
し、又は崩壊する危険性が低い

1.0 ≦ IS/IS0 かつ
0.3 ≦ CT･SD≦ 1.25

1.25 ＜ CT･SD

左右以外の場合
1.0≦ IS/IS0 かつ
0.3･Z･G･U ≦CTU･SD

鉄骨が充腹材の場合 左右以外の場合
1.0≦Is/Is0 かつ

0.25･Z･Rt･G･U ≦ CTU･SD

鉄骨が非充腹材の場合 左右以外の場合
1.0 ≦ IS/IS0 かつ

0.28･Z･Rt･G･U ≦CTU･SD

左右以外の場合
0.6 ≦ Is　かつ

1.0 ≦ q

左右以外の場合
0.7 ≦ Is　かつ

1.0 ≦ q

左右以外の場合 1.0 ≦ 上部構造評点

一般財団法人日本建築防災協会「既存鉄骨造建築物の耐震診断指針」（1996
年版、2011年版）

Is < 0.3又は
q < 0.5

一般財団法人日本建築防災協会「木造住宅の耐震診断と補強方法」に定める
「一般診断法」及び「精密診断法」

上部構造評点 < 0.7

「屋内運動場等の耐震性能診断基準」 Is < 0.3又は
q < 0.5

一般財団法人日本建築防災協会「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診断基
準」に定める「第２次診断法」及び「第3次診断法」（2001 年版）

IS/IS0 ＜ 0.5 又は
CTU･SD ＜0.15･Z･G･U

一般財団法人日本建築防災協会「既存鉄骨鉄筋コ
ンクリート造建築物の耐震診断基準」に定める
「第２次診断法」及び「第3次診断法」（1997年
版、2009年版）

耐震診断の方法の名称

構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性

Ⅰ

地震の震動及び衝撃に対して倒壊
し、又は崩壊する危険性が高い

一般財団法人日本建築防災協会「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診断基
準」に定める「第２次診断法」及び「第3次診断法」（1990 年版）

IS/IS0 ＜ 0.5又は
CT･SD ＜ 0.15

左右以外の場合

IS/IS0 ＜ 0.5又は
CTU･SD ＜ 0.125･Z･Rt･G･U

IS/IS0 ＜ 0.5又は
CTU･SD ＜ 0.14･Z･Rt･G･U

震度６強から７に達する程度の大規模の地震に対する安全性を示す。いずれの区分に該当する場合であっても、違法に建築されたものや劣化

が放置されたものでない限りは、震度５強程度の中規模地震に対しては損傷が生ずるおそれは少なく、倒壊するおそれはない。


